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研究成果の概要（和文）：本研究は日本の中小企業を対象として、東アジア地域への海外展開において、とりわ
け国境を越える大メコン圏地域、北東アジアの広域地域における業界、産業集積を具体的に分析し、下請け中小
企業から国際企業への経営自立化のメカニズムを究明することを目的とする。本研究では主に文献研究、経済デ
ータによる分析、インタビュー調査を実施する。分析した結果、アジア進出を通じて、中小企業から国際企業へ
と成長する好機と捉えることができ、競合他社が簡単に真似できないコアコンピタンスを持つ中小企業は、強み
を発揮して市場を開拓することにより、経営の自立化を図ることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on Japanese SMEs and specifically analyzes the 
industries and industrial agglomerations in the Greater Mekong Subregion, which crosses national 
borders, and the wide area of Northeast Asia. The purpose of this study is to clarify the mechanism 
of business independence from a subcontracting SME to an international firm. In this study, we have 
mainly conducted literature research, analysis using economic data, and interview surveys. As a 
result of the analysis, there is a good opportunity to grow from SMEs to international firms. SMEs 
with core competencies that cannot be easily imitated by competitors aim to become self-reliant in 
business by demonstrating their strengths through expansion into Asia and cultivating markets.

研究分野： 経営学

キーワード： 中小企業　国際戦略　自立化　国際化　コアコンピタンス　市場開拓　メカニズム　インタビュー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中小企業は、大企業に比べ海外展開に関わる人、もの、金、情報など経営資源が劣るため、国際ビジネス環境の
リスクに敏速に対応し続けることは容易ではない。中小企業が国際市場に進出することで、新たなビジネスチャ
ンスを得ることができ、また国際化により、企業の競争力が向上し、下請け中小企業から国際企業への経営自立
化にもつながることを究明したことに意義ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 
少子高齢化による人口減少に伴う国内市場の縮小や新興国の需要伸張などにより、成長する

海外市場をいかに取り込むかが日本企業の大きな命題となっている。大企業だけでなく中小企
業においても成長著しいアジア新興国・開発途上国への海外展開を拡大する傾向が見られる。政
府の産業構造ビジョンや新成長戦略においても、中小企業の海外展開を重要な政策課題と位置
づけ、中小企業の海外進出支援を強化している。しかし、中小企業の下請けから自立経営に関す
る議論は日本国内の問題に留まっており、海外進出における中小企業の経営の自立化はまだ議
論されていない。 
そこで「中小企業は国際化可能か」、「どのように国際化すればよいか」といった問題意識の下、

本研究者らによる過去の科研費研究では、中小製造企業を対象に、①自主独立型企業への変身、
②コアコンピタンスの形成、③海外進出の国際戦略に関する研究を行い、東アジア地域に進出し
た 100 社以上の日系中小企業や地場企業の訪問調査を行った。そこで、東アジアに進出し、下
請け中小企業から自立し国際企業になった事例が出現したことで、本研究テーマの明確なメカ
ニズムの提示が不可欠であると考え、本研究を着想した。 
図表 1の分析枠組みを用いて、大メコン圏地域(タイ、ミャンマー、カンボジア、ラオス、ベ

トナム＋中国(雲南省、広西自治区)、中国
(主に海岸地域)、広域図們江地域（主に中
国東北地域）の海外展開(輸出、進出)企業
数の多い製造業、流通業、サービス業の 3
業種を中心に、アジア展開における中小企
業の産業実態や国際分業構造を分析し、中
小企業各社に適した進出方法で経営の自
立化を果たした経緯をフィールド調査や
市場調査で確かめる。最終的には、「中小企
業の海外展開における経営の自立化のメ
カニズム」を明らかにする。経済のグロー
バル化が進展し、東アジア地域の存在感が
増す中、一つの国ではなく、国境を越えた
大経済圏地域における地域産業連携を考
察することも本研究の新規性である。 

図表１ 本研究の着想 
 

２．研究の目的 
本研究は日本の中小企業を対象として、アジア新興国・開発途上国への海外展開において、特

に国境を越える大メコン圏地域、北東アジアの広域地域における個別の企業・業界、産業集積を
具体的に分析、考察し、下請け中小企業から国際企業への経営自立化のメカニズムを究明するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では主に文献研究、経済データによる分析、インタビュー調査を実施する。国際経営論

では企業の海外展開に関する様々な理論構築が進んでいる。国際貿易論においては、国・産業・
財レベルの分析による経済学的研究が主流であった。海外投資の目的は、水平的直接投資と垂直
的直接投資の 2つに分類される。企業が海外展開を行う要因としては、ダニングの「折衷理論」
がある。雁行型経済発展論でも、国際的伝播が日本→NIEs→ASEAN→中国といった順序で実現さ
れたことが証明されている。ただし、こうした理論は、大企業を主な研究対象として導き出され
たものであり、中小企業にも当てはまるのかどうかは検証が十分にはなされていなかった。中小
企業の国際化については、世界市場のニッチ分野で勝ち抜くグローバルニッチトップ企業に関
する先行研究がある。本研究は国際経営に関する先行研究を整理し、主に半構造化インタビュー
を用いて、中国など東アジア地域に進出している日系中小企業を調査し、中小企業の国際化と経
営の自立化を考察する。 
経済データは主に地域別貿易データ(HS2 桁産業分類)を用いて、上記の広域 3地域と日本との

産業別の競合・補完関係の経年変化を分析することで、日本企業の比較優位分野を見出し、現地
に適した進出戦略や市場戦略を分析できるようにする。 
 
４．研究成果 
日本では、ニッチ分野において、独自性の高い製品・サービス開発、厳格な品質管理などによ

り差別化を行い、グローバル市場でもトップの地位を築いている中小企業が多数存在している。
本研究のインタビュー調査と分析した結果、中小企業においては、海外進出を通じて、変化の激
しいアジアでは成長の機動力が生まれ、中小企業から国際企業へと成長する好機と捉えること
ができる。その中で、競合他社が簡単に真似できないコアコンピタンスを持つ中小企業は、自社
の競争力の源泉として、積極的に需要が伸びる東アジアへ進出し、強みを発揮して市場を開拓す
ることにより、経営の自立化を図ることが明らかになった。それは独自の技術力の重要性を除い



て、経営者のリーダーシップや企業のマーケティング力、あるいは現地のパートナーとのネット
ワーク構築能力などが挙げられる。 
しかし、インタビューのみを実施しているため、新型コロナウイルス感染症の影響により、実

施できなかった現地インタビューとアンケート調査を通じて、中小企業の国際化や経営の自立
性を定量的に分析し研究結果の信憑性を高めていくことは今後の課題である。 
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